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特定健診情報

特定健診が６月23日(月)～28日(土)に実施されます

◎健診日程は次のとおりです。土曜日も受けられ

ます！

【平成20年度　特定健康診査日程表】

※都合により、対象地区で受けられない方は、都

合のよい日に受けてください。

◎健診当日は、受付で医療保険証と受診券を必ず

確認させてもらいます。忘れずにお持ちくださ

い。

◎健診会場で同時実施するもの

前立腺がん検診・・・50歳以上の男性を対象に

実施します。この検診は医療保険者に関係なく

受けられます。詳しくは前立腺がん検診受診票

をご覧ください。

■問い合わせ先

健康福祉課健康介護班　�６４－１４７２

健診の制度が基本健診から「特定健診」に変わ

ったため、健診当日は受付窓口などの混乱が予想

されます。２月に健診を申し込んだ方には、個別

に案内を送付しましたが、次のことにご注意願い

ます。

◎健診は医療保険者が実施者になったため、受診

券は各保険者が発行し、健診受診先や自己負担

額を決定します。

◎集団健診を受けられる対象者は、関川村国民健

康保険加入者のほかに、市町村と委託契約を結

んだ医療保険者の被扶養者のみが村の集団健診

を受けられます。（社保本人は受けられません）

◎医療保険者とは、医療機関を受診するとき受付

に出す保険証を発行しているところです。関川

村国民健康保険、国保組合、政府管掌保険、健

康保険組合、共済組合などです。

◎個人負担金など詳細は下記の表を参照ください。

・身体計測

・腹囲測定

・検尿

・問診

・血圧

（空腹時の状態が

望ましい）

・採血

・心電図

（当日医師が必要と

指示した人）

・眼底検査

（当日医師が必要と

指示した人）

30～39歳

の方
2 ,000円

2 ,000円

加入する保

険者により

異なります

無　料

40～74歳

の方で

関川村国民健康

保険加入者

40～74歳

の方で

社会保険被扶養者

75歳以上の方

対　象 個人負担額 検査項目

実施
月日

受付時間 会　場 対象地区

上関地区

四ケ字地区

霧出地区

九ケ谷地区

湯沢地区

女川地区

七ケ谷地区

川北地区

下関地区

対象地区の日に

受けられない人

村 民 会 館

ア リ ー ナ

村 民 会 館

ア リ ー ナ

村 民 会 館

ア リ ー ナ

村 民 会 館

ア リ ー ナ

村 民 会 館

ア リ ー ナ

村 民 会 館

ア リ ー ナ

13：00

～14：30

6/23

（月）

6/24

（火）

6/25

（水）

6/26

（木）

6/27

（金）

6/28

（土）

13：00

～14：30

13：00

～14：30

13：00

～14：30

13：00

～14：30

9：00

～10：30

13：00

～14：00
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た
ば
こ
の
煙
は
、
喫
煙
時
に
た

ば
こ
自
体
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
過

し
て
口
腔
内
に
達
す
る
「
主
流
煙
」

と
、
こ
れ
が
吐
き
出
さ
れ
た
「
呼

出
煙
」、
及
び
点
火
部
か
ら
立
ち

昇
る
「
副
流
煙
」
に
分
け
ら
れ
ま

す
。た

ば
こ
の
煙
に
は
ニ
コ
チ
ン
や

種
々
の
発
が
ん
物
質
、
発
が
ん
促

進
物
質
、
一
酸
化
炭
素
、
そ
の
他

多
種
類
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

喫
煙
に
よ
り
、
喫
煙
者
で
は
肺

が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
が

ん
や
虚
血
性
心
疾
患
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、
胃
・

十
二
指
腸
潰
瘍
な
ど
の
消
化
器
疾

患
、
そ
の
他
種
々
の
疾
患
の
リ
ス

ク
が
増
大
し
ま
す
。

特
に
が
ん
に
つ
い
て
は
、
た
ば

こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人
に
比

べ
て
、
肺
が
ん
四
・
五
倍
、
喉
頭

が
ん
三
二
・
五
倍
、
口
腔
が
ん

二
・
八
倍
、
肝
臓
が
ん
三
・
一
倍

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
い
う
病
名

は
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
「
肺
気
腫
と
慢

性
気
管
支
炎
の
二
つ
を
合
わ
せ
た

も
の
」
と
聞
け
ば
「
そ
の
病
名
な

ら
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肺
気
腫
と
慢
性
気
管
支
炎
の
症

状
は
、
一
人
の
患
者
さ
ん
に
重
な

っ
て
現
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ど
ち

ら
も
汚
れ
た
空
気
を
長
年
吸
い
続

け
た
結
果
、
発
病
す
る
と
い
う
、

原
因
が
同
じ
病
気
で
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
は
国
際
的
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

と
い
う
病
名
で
統
一
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
で
は
、
肺
の
内
部

が
破
壊
さ
れ
、
気
管
支
も
狭
く
な

っ
て
、
息
苦
し
さ
、
特
に
息
を
吐

き
出
し
に
く
い
と
い
う
症
状
が
現

れ
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
場
合
、

せ
き
や
た
ん
が
長
く
続
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
進
行
性
の
病
気
で
す
。

初
め
の
う
ち
は
、
階
段
を
上
る
な

ど
の
運
動
時
だ
け
症
状
が
現
れ
る

の
で
「
歳
の
せ
い
」
と
見
過
ご
し

が
ち
で
す
が
、
次
第
に
軽
い
動
作

で
も
息
苦
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
ふ
だ
ん
の
身
体
活
動

量
は
さ
ら
に
低
下
し
、
日
常
生
活

を
送
る
の
に
常
時
酸
素
吸
入
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現

在
で
は
在
宅
で
酸
素
を
吸
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
大
部
分
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

が
原
因
で
す
。

喫
煙
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る

様
々
な
健
康
影
響
に
よ
り
、
喫
煙

者
は
、
余
命
が
短
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
日
本
国
内

に
お
い
て
も
、
長
期
に
わ
た
る
観

察
結
果
に
基
づ
き
、
喫
煙
者
と
非

喫
煙
者
に
お
け
る
余
命
の
差
を
評

価
し
た
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
る
研
究
で
は
、
男
性
十
四

万
人
、
女
性
十
五
万
人
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
、
四
十

歳
の
時
点
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

る
人
は
、
男
性
で
約
五
年
、
女
性

で
約
四
年
、
吸
っ
て
い
な
い
人
に

比
べ
て
余
命
が
短
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
最
近
は
、
喫
煙
し
て
い

る
人
の
周
り
の
人
が
そ
の
呼
出
煙
、

副
流
煙
を
吸
い
込
む
「
受
動
喫
煙
」

に
つ
い
て
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

夫
の
喫
煙
に
よ
り
、
妻
（
非
喫

煙
者
）
の
が
ん
全
体
の
リ
ス
ク
増

加
は
一
・
六
倍
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
妻
が
が
ん
に
な
っ
た
場

合
、
そ
の
約
四
割
は
夫
の
喫
煙
に

よ
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。

た
ば
こ
が
吸
い
た
く
な
る
原
因

た
ば
こ
が
吸
い
た
く
な
る
原
因

は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
」
と
「
習
慣

依
存
」
の
二
つ
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。「

ニ
コ
チ
ン
依
存
」
に
は
ニ
コ

チ
ン
ガ
ム
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ

（
医
師
に
よ
る
処
方
が
必
要
）
の

代
替
療
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
食
後
の
一
服
、
お
酒
の
席
で
の

一
服
」
と
い
っ
た
「
習
慣
依
存
」

が
あ
り
、
こ
れ
も
禁
煙
を
妨
げ
る

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ

○
禁
煙
を
は
じ
め
る
日
を
決
め
る

○
禁
煙
の
理
由
を
書
い
て
、
よ
く

見
え
る
位
置
に
貼
る

○
吸
い
た
く
な
る
場
所
、
状
況
を

避
け
る

○
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、「
ち
ょ
っ

と
待
て
」
と
声
を
出
し
て
み
る

た
ば
こ
を
吸
い
た
く
な
っ
た
と

き
、
た
い
て
い
の
人
は
呼
吸
が
浅

く
な
っ
て
い
ま
す
。
深
呼
吸
を
し

て
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

ょ
う
。

遅
す
ぎ
る
禁
煙
は
あ
り
ま
せ
ん
。

禁
煙
後
二
十
四
時
間
か
ら
心
筋
梗

塞
の
危
険
が
減
り
始
め
ま
す
。

禁
煙
し
て
十
年
も
経
つ
と
、
肺

が
ん
の
危
険
性
は
、
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
方

も
、
今
年
は
ぜ
ひ
禁
煙
に
挑
戦
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一

「
た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て
」

県立坂町病院

内科 近　　　幸　吉




